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令和４年度 東海・近畿ブロック農業大学校学生研究及び意見発表会 

 

 東海・近畿ブロック９校の農業大学校生が日頃の学習成果の交換と交流を図るため、プ
ロジェクト研究発表及び意見発表会を実施します。 

本発表会で優秀な成績を収めた者は、令和５年２月７日(火)～８日(水)に東京で開催さ
れる全国農業大学校等プロジェクト発表会・意見発表会で発表します。 

 
記 

 
１ 日 時   

令和５年 1月 17 日(火) 12:50～18:30 発表会、表彰式 
1月 18 日(水) 10:30～11:30 現地研修 

 
２ 会 場   

(1)発表会及び表彰式 
加西市民会館 加西市北条町古坂 1-1 

 (2)現地研修 
「弓削牧場」 神戸市北区山田町下谷上西丸山 5－2 

 
３ 開催要領   

別紙のとおり 
 

４ 参加者    
東海・近畿ブロック農業大学校(８校)生 16 名  

 兵庫県立農業大学校 学生 61名 他農業大学校教職員 
 

５ 参 考 
参加農業大学校（９校） 

 東海：岐阜県、愛知県、三重県 
近畿：滋賀県、京都府、大阪府、奈良県、和歌山県、兵庫県 

※９校が持ち回りで開催 



令和４年度 東海・近畿ブロック農業大学校学生研究及び意見発表会開催要領 

 

１ 目 的  

学生が日頃の学習成果を交換し、農業への意欲を高めるとともに、相互に研鑽を積むこと

を目的とする。 

２ 主 催 

東海・近畿ブロック農業大学校協議会 

３ 期 日  

令和５年 1月 17 日(火)～18 日(水) 

４ 場 所 

(1)発表会及び表彰式会場  

加西市民会館 〒675-2303 兵庫県加西市北条町古坂 1-1 

 (2)宿 泊 

  ホテルルートイン加西 北条の宿 〒675-2302 兵庫県加西市北条町栗田 7-7 

５ 日 程     

1 月 17 日(火) 

11:45～12:30 受付 

12:30～12:50 第 1回審査委員会（20分間） 

12:50～13:00 開会式 

13:00～15:15 研究発表の部 ９校（各校 発表 10分、質疑 3分） 

15:15～15:45 休憩・第 2回審査委員会（30分） 

15:45～17:30 意見発表の部 ９校（各校 発表 8分、質疑 3分） 

17:30～18:00 連絡・第 3回審査委員会（30分） 

18:00～18:30 表彰式 

18:30～    夕食・宿泊 

 1 月 18 日(水) 

   9:00～10:30 移動（バス） 

  10:30～11:30 現地視察「弓削牧場」 兵庫県神戸市北区（※調整中） 

  11:30～12:00 移動（バス） 

  12:00     解散（新幹線 新神戸） 

６ 参加校 東海・近畿ブロック農業大学校９校 

７ 参加者 １校につき学生２名、指導職員１名の参加を基本とする。 

８ 事務局 令和４年度の東海・近畿ブロック農業大学校学生研究発表及び意見発表の運

営については、兵庫県立農業大学校に事務局を置いて実施し、全国農業大学

校協議会との連絡・調整にあたるものとする。 

９ その他 大会発表において必要な経費は東海・近畿ブロック協議会活動費等をもって

あてるものとする。なお、発表の視聴については、東海・近畿ブロック農業大

学校の学生および職員等学校関係者に限るものとする。  



令和４年度 東海・近畿ブロック農業大学校学生研究及び意見発表会実施細目 

 

１ 発表会 

(1)研究発表の部   

農業大学校の学生がプロジェクト学習において「自ら考え、自ら実践したこと、その成

果とこれからの展開等」を発表する。 

①発表内容：農業経営に関すること、農業技術の改善に関すること及び農村生活の向上   

に関すること。 

②発表方法：会場に設置してある発表機材（視聴覚機器）を使用して発表する。 

③発表時間：13分間（うち 10分発表、3分質疑応答） 

      発表時間 9分経過時に 1鈴、10分経過時に 2鈴、11分経過時に 3鈴。 

(2)意見発表の部 

①発表内容：大学校における実践学習、我が家の農業経営や生活、地域の農村環境、就

農等について、自らの学生生活を通じて日頃考えていることや思い等につ

いて意見を発表する。 

②発表方法：口頭発表とする。 

③発表時間：11分間（うち 8分発表、3分質疑応答） 

発表時間 7分経過時に 1鈴、8分経過時に 2鈴、9分経過時に 3鈴。 

(3)審 査 

①審査員 各校 1名（指導職員） 但し自校の審査は行わない。 

②研究発表の部 審査基準 

ア 発表内容     60 点 

    課題設定の背景や調査・研究への取り組み方、成果のまとめ方及び今後の展開等 

イ 発表方法及び態度 30 点 

    発表資料等の準備、説得力、発表態度、時間配分等 

ウ 理解度      10 点 

    質疑に対する応答、態度等 

③研究発表の部 審査項目 

配 点 審 査 項 目 

ア 発表内容 

(60 点) 

①テーマの設定はふさわしいか。 

②テーマに沿った計画で調査研究を進めたか。 

③実践・調査・研究が的確であるか。また実践・調査・研究過程におい

て創意工夫が見られたか。 

④資料の検討・分析が十分に行われ、成果の判断が総合的にできたか。 

⑤実践・調査・研究の成果を自家経営又は地域の農業にどのように展開

しようとするのか。 

イ 発表方法

及び態度  

(30 点) 

①発表の内容が総合的に整理されているか。 

②パワーポイント等はわかりやすく、まとめ・説明は的確であったか。 

③話し方や発表態度は良かったか。 

④発表時間を有効に活用したか。 

ウ 理解度 

(10 点) 

①質疑に対する応答、態度等は的確であるか。 

 
 



④意見発表の部 審査基準 

ア 課題設定の背景と動機 40 点 

  課題設定の背景や取り組みの過程、成果のまとめ方、今後の展開等。 

イ 意見・提言の内容   50 点 

  主張内容の実現性や創造性、地域性、社会性等。 

ウ 発表方法・態度    10 点 

  発表態度、発表方法の工夫、時間配分等 

⑤意見発表の部審査項目 

配 点 審 査 項 目 

ア 課題設定の 

背景と動機 

(40 点) 

①農業・農村を直視した課題設定であるか。 

②主張に地域的、社会的な広がりがあるか。 

③自分自身の立場に立脚した主張であるか。 

イ 意見・提言の

内容（50点） 

①主張の内容が広く社会に受け入れられるものか。 

②主張の内容に実現性と創造性があるか。 

③農業・農村を担う農大生としての夢や希望を具体的に持っている

か。 

ウ 発表方法及び

態度（10点） 

①はっきりとわかりやすい発表であるか。 

②自信のある態度で発表できたか。 

③聴衆の関心を得ることに工夫をしているか。 

⑥審査方法及び表彰 

ア 審査方法はプレイスナンバー方式とする。 

イ 各部の最優秀者に賞状と盾を授与する。 

ウ 研究発表の部の２位、３位入賞者に賞状を授与する。 

エ 意見発表の部の２位入賞者に賞状を授与する。 

 

２ 参加費 

12,000 円(学生、引率者とも)を受付時に徴収します。なお、発表会３日前からキャンセ

ル料が発生します。参加費には、宿泊料、食事代（17日昼・夕、18日朝、視察費）が含ま

れています。 

 

３ 提出資料 

(1)発表資料 

①研究発表については別紙様式１（研究発表要旨記入要領）により 1枚にまとめる。 

②意見発表については別紙様式２（意見発表要旨記入要領）により 1枚にまとめる。 

(2)提出方法 

発表資料は、令和５年１月５日(木)午後４時までにメールで提出する。 

なお、提出後の差し替えは事前に連絡の上、当日 100 部を持参すること。 

 

４ 発表機材・アプリケーション 

(1)研究発表には、次の機材を使用する。 

パソコン：DELL Latitude 5310 

アプリ ：Microsoft PowerPoint Office2019 



レーザーポインタ 

発表者は演台でパソコンを操作して発表準備をし、自ら PowerPoint の操作を行い、発表

すること。(事務局で事前に発表用データをパソコンのデスクトップに貼り付けておく) 

データはメールまたは CD-R、USB メモリに保存し、1月 13 日(金)を必着とする。 

念のため、当日、データを CD-R または USB メモリでもご持参ください。 

(2)意見発表は、口頭発表のみとする。 

 

５ 発表会の運営 

 (1)研究発表会及び意見発表会の運営及び進行は、開催校の学生が主体となって行うもの

とし、指導職員は指導助言する。 

(2)円滑かつ効果的な実施を図るため、開催校の学生・指導職員で構成する事務局を設置

する。 

 

６ その他  問い合わせ、提出資料・発表データの送付先は次の通りとする。 

       〒679-0104 兵庫県加西市常吉町 1256-4 

兵庫県農業大学校  担当 髙松 

e-mail：norikazu_takamatsu@pref.hyogo.lg.jp 

Tel(0790)47-2441 Fax(0790)-47-1772 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【様式１】研究発表要旨記入要領 

・Ａ４版：縦置き・横書き 1枚 Microsoft Word 使用（*.docx） 

・文字サイズ：10ポイント ・フォント：MS明朝 

・1行の文字数：46字・行数 38行  ・余白：上下 25mm 左右 23mm 

         東海近畿ブロック農業大学校学生研究発表要旨 

                              ふりがな(8ポイント) 

農業大学校名             学科名    学年 年 氏名         

 

１ 課 題 

 

２ 課題設定の理由 

 

３ 実施方法 

 

４ 結 果 

 

５ 考 察 

 

 

【様式２】意見発表要旨記入要領 

・Ａ４版：縦置き・横書き 1枚 Microsoft Word 使用（*.docx） 

・文字サイズ：10ポイント ・フォント：MS明朝 

・1行の文字数：46字・行数 38行  ・余白：上下 25mm 左右 23mm 

         東海近畿ブロック農業大学校学生意見発表要旨 

                              ふりがな(8ポイント) 

農業大学校名             学科名    学年 年 氏名         

 

１ 課 題 

 

 

２ 意見・提言 

 （意見・提言等の発表要旨を主要な項目に整理し、項目別に簡潔に記入する。） 

 

 
 


